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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和3年1月14日(2021.1.14)

【公開番号】特開2018-114282(P2018-114282A)
【公開日】平成30年7月26日(2018.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-028
【出願番号】特願2018-5502(P2018-5502)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｂ  53/04     (2015.01)
   Ａ６３Ｂ 102/32     (2015.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｂ   53/04     　　　Ｅ
   Ａ６３Ｂ  102:32     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和2年11月24日(2020.11.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　打撃面と、
　前記打撃面の背面に接触している粘弾性ポリマと、
　を備え、前記粘弾性ポリマが、１Ｈｚにおいて、摂氏－７０度と摂氏－２０度の間に、
損失正接のピーク温度を有する、ゴルフクラブヘッド。
【請求項２】
　前記粘弾性ポリマが、６ｋＨｚにおいて、摂氏２０度と摂氏５０度の間に、損失正接の
ピーク温度を有する、請求項１に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項３】
　前記粘弾性ポリマの、メガパスカル（ＭＰａ）単位における弾性係数（Ｅ）が、ミリメ
ートル（ｍｍ）単位における打撃面厚さ（ｔ）に対して、
【数１】

で規定される関係を有し、ここで、
【数２】

が、Ｅ／１ＭＰａに等しい無単位の数値であり、
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【数３】

が、ｔ／１ｍｍに等しい無単位の数値であり、厚さ（ｔ）が、前記打撃面の平均厚と前記
打撃面の最大厚のうちの一方である、請求項１又は２に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項４】
　Ｅとｔとの間の関係が、

【数４】

によりさらに規定される、請求項３に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項５】
　前記粘弾性ポリマの、メガパスカル（ＭＰａ）単位における弾性係数（Ｅ）が、ギガパ
スカル毎メートル（ＧＰａ／ｍ）単位における前記打撃面の有効剛性（Ｓ）に対して、
【数５】

で規定される関係を有し、ここで、
【数６】

が、Ｅ／１ＭＰａに等しい無単位の数値であり、
【数７】

が、Ｓ／１ＧＰａ／ｍに等しい無単位の数値であり、前記有効剛性（Ｓ）が、

【数８】

として規定され、Ｅｆａｃｅが、前記打撃面の材料の弾性係数であり、Ａが、前記打撃面
の面積である、請求項１から４のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項６】
　ＥとＳとの間の関係が、

【数９】
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によりさらに規定される、請求項５に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項７】
　前記粘弾性ポリマが、前記打撃面の背面上のコーティングである、請求項１から６のい
ずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項８】
　前記ゴルフクラブヘッドが、０．８０を上回る反発係数（ＣＯＲ）を示す、請求項１か
ら７のいずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項９】
　前記粘弾性ポリマが、１ｍｍと１５ｍｍの間の厚さを有する、請求項１から８のいずれ
か一項に記載のゴルフクラブヘッド。
【請求項１０】
　前記粘弾性ポリマが、前記打撃面の背面の５０％超をカバーする、請求項１から９のい
ずれか一項に記載のゴルフクラブヘッド。
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